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２月１日から７日は

「生活習慣病予防週間」です

　脳より視神経が目に入ってきます。この入った部

分を視神経乳頭といい、右下写真（眼底のようす）中

央のドーナツ状の部分です。ここを見ますと緑内障

という病気があるかないかがわかります。緑内障は、

40歳以上の20人に 1 人いるとされるかなり多い病気

です。現在、日本人成人の失明原因のトップとなっ

ている恐ろしい病気です。病気の進行度合いはかな

りゆっくりなので相当進んでからでないと視野狭
きょうさく

窄

などの自覚症状はでません。しかし、いったん悪く

なってしまった視野は、いかなる治療法によっても

回復させることは不可能です。

　次に、この視神経乳頭より放射状の線が見えます。

これが血管です。眼底写真では血管の状態を直接観

察することができます。血管壁の状態、つまり動脈

硬化の程度や血圧の程度がおおよそわかります。こ

れは体全体の血管にも当てはまります。動脈硬化が

強いと脳梗
こうそく

塞や狭心症、心筋梗塞などの血管疾患の

可能性が高くなります。

　次に、眼底写真中央やや左側のやや色の濃い部分、

この部分を黄
おうはん

斑部といい、物を見る中心で一番感度

のいい部分です。最近この部が変性する病気が増え

ています。黄斑変性症といい欧米では成人の失明原

因のトップの病気です。視力低下や物の歪
ゆが

みなどの

症状がでますが、まだまだ有効な治療法が確立して

いないのが現状です。

　そのほか、脳腫
しゅよう

瘍による脳圧の上昇や糖尿病の合

併症の有無、血液疾患の有無など、いろいろな病気

がわかります。

　すべては早期発見、早期治療が大切です。40歳以

上の方は、毎年１回は眼底検査をすることをお勧め

します。

眼底検査で
　　わかること

土浦市医師会

助川 祥一 (助川眼科クリニック)

　がん、心臓病、脳卒中、糖尿病、高脂血症などの生

活習慣病は、食生活や運動習慣、喫煙など毎日の生活

の積み重ねが原因で起こる病気です。

　最近問題となっているメタボリックシンドローム（内

臓脂肪症候群）は、これらの生活習慣病を発病しやすい

状態のことをいいます。

　市の健診では、県全体と比較して総コレステロール

と空腹時血糖が高いという結果（平成18年11月）がでて

います。メタボリックシンドロームにつながる一歩に

なるため、予防が必要です。

　予防には、生活習慣の見直しが大切です。

「１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ」

を合言葉に、生活習慣を改善しましょう。

　・最低血圧…85mmHg以上

　　　　　（いずれかまたは両方）

脂質

　・中性脂肪…150mg/㎗以上

　・ＨＤＬコレステロール…40mg/㎗未満

　　　　　（いずれかまたは両方）

血糖

　・空腹時血糖…100mg/㎗以上

　希望される方は、協力医療機関で受けられますので、

早めに申し込んでください。

申込締切／２月29日(金）

申込先／土浦保健センター、本庁舎総合窓口、各支所・

　出張所

対象者・受診料／

         （国民健康保険加入者および70歳以上の方は無料です）

≪メタボリックシンドロームのチェック！≫

腹囲（立ったままで息を吐きおへその高さの腹囲を

　はかります）

　・男性…85㎝以上

　・女性…90㎝以上

　腹囲がこれにあてはまる方のうち、次の２項目以上

に該当した方は、メタボリックシンドロームです。

血圧

　・最高血圧…130mmHg以上

平成19年中に

検診を受けていない方へ

眼底のようす
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休日当番医
診療時間／午前９時～午後４時　必ず電話で確認してから受診してください (保険証を忘れずに )。
休日緊急診療テレホンサービス（824-9155　土・日、祝日のみ )でも案内しています。

緊急のときの問合せ先／茨城県救急医療情報コントロールセンター (029-241-4199　24時間対応　歯科の案内は行っていません)

再生紙を使用しています。 環境に優しい大豆インキを使用しています。
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